
 

 

 

 

                                  

             「多様性」について思うこと 

四街道市小中学校教頭会 会長  村上 伸 

（四街道市立四街道中学校 教頭） 

 突然ですが、吉田 都（よしだ みやこ）さんという方をご存知でしょうか？吉田さんは日本の著

名なバレリーナで、１９９５年から１１年間、英国ロイヤル・バレエ団の最高位「プリンシパル」と

して活躍され、２００７年には大英帝国勲章を贈られました。バレリーナとしては決して恵まれた身

体ではなく、海外のダンサーのようなスラリとした長い手足も持っていません。身体的・文化的なハ

ンディを克服するために、吉田さんは毎日必死に踊り続けるとともに、稽古場の外においても、街の

空気や人々との関わりなどを通して、ヨーロッパの文化を吸収しようと努めていました。 

以前読んだ新聞記事で、吉田さんが以下のことを述べていたので紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 近頃、「多様性」という言葉をしばしば耳にします。広辞苑によれば、「多様」とは「いろいろ異な

るさま。異なるものの多いさま。」を意味します。変化の激しい現代の社会の中では、人々は「多様な」

価値観をもって生活しています。こうした価値観のもとでは、ある人の考え方の「よさ」だけが正し

いとは限りません。自分と他者とが異なることを受け入れ、それぞれの意見に耳を傾け、それらのも

つ「よさ」を感じ取れる力、さらには、それらを生かして「新たに価値のあるもの」を創り出してい

く力が我々には求められるのです。 

我々が生きる社会には様々な人がいます。子どもたちが生活する「学校」はまさにその縮図といえ

るでしょう。身体を動かすのが得意な人、豊かな発想力をもつ人、コミュニケーション能力に優れた

人、物事に落ち着いてじっくりと取り組める人、・・・。人は皆、それぞれによさがあり、同時に改善

すべき点も持ち合わせています。いろんな人と関わりながら、自分の「よさ」を生かし、同時に自分

にはない「よさ」を他者から見出し、互いに高め合っていくことで、「多様性」の時代を生き抜くため

の基礎的な力が身につけられるのではないかと考えます。 

 

 

 

 

◎ 「一期一会」は、市ホームページにも掲載してあります。青少年育成センターのページからご覧ください。                                           
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四街道市青少年育成センターだより  

当 セ ン タ ー で は 子 ど も と 保 護 者 の 悩 み 相 談 を 受 け 付 け て い ま す  

四 街 道 市 青 少 年 育 成 セ ン タ ー  (月 )～ (金 )  ９ ： ０ ０ － １ ７ ： ０ ０ 

 相 談 専 用 電 話 0 4 3 - 4 2 3 - 0 0 6 6   フ リ ー ダ イ ヤ ル  0 1 2 0 - 4 2 3 - 0 0 6 

 青少年育成センターへは市役所第二庁舎からも裏側通用口を利用して入ることもできます 

英国で生活していて特に感じることは、人は皆、違うということです。見た目から考え

方、ものの感じ方、一人として同じ人はいません。みなさんには人と違うことを恐れずに

自信をもってほしい。それは自分の意見を押し通して自己中心的になることとは全く反対

です。人と違うからこそ、周りの意見に耳を傾け、自分の考えと異なっていても、人の意

見を尊重できるのです。 

 私が英国に渡った頃、西洋への憧れもあって必死になって英国人になろうとしている自

分がいました。世界のトップバレリーナになるためにはそうすることが必要だと思ってい

ました。若いときは日本人である自分がとても醜く感じられ、優雅に踊っている同級生を

羨ましく見ていたものでした。しかし、何年も必死で踊っているうちに、あることに気が

つきました。それは、英国の人達は私を日本人としてではなく、一人の人間として見てい

てくれたということです。それがわかったとき、私は何かから解放されたように感じまし

た。それは、人は皆、違うということを心底理解したということかもしれません。 

（２００８年１月８日 読売新聞より抜粋） 
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 自転車は年齢に関わらず気軽に乗れて移動できる非常に便利な乗り物です。しかし、このところ青

少年の自転車の乗り方について様々な情報が寄せられています。例えば、「公園で暴走行為をしている」

とか、「車道でウイリー走行をしている」また、「広い場所ですが一般市民が通る場所で、自転車競技の

ＢＭＸフリースタイルの真似を集団でしている」等があります。ご存じのとおり自転車は「道路交通

法」で「軽車両」に位置付けられており法規に則り運行しなければなりません。規則を犯した場合は罰

則も設けられており、自転車が関わった事故では高額の賠償金を請求された例もあります。 

 秋のさわやかな日に自転車で風を感じながら走るのは気持ちのよいことだと思いますが、今一度自

転車に乗る時のルールを確認し、各ご家庭で話題にしていただけたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（千葉県・千葉県警・千葉県交通安全対策推進委員会が発行した「ちばサイクルルール」より抜粋） 

 

〇９月の相談活動（４８件）             
 

 

〇９月の不審者情報（２件）  

 

 日  曜 時 間 場  所 内             容 

１７  土 11 時 30 分頃 

市内 4 丁目 

コンビニ 

付近 

女子児童が歩いていると、後ろから近付いてきた男に両肩を 

手で触れられた。児童は怖くなって自宅に逃げ帰った。 

男は 70 歳代、白髪で痩せ型、白い帽子をかぶりシルバーの 

自転車に乗っていた。(警察には通報済み) 

２６  月 12 時 45 分頃 

市内大日緑 

ヶ丘三差路 

付近 

市内大日緑ヶ丘三差路付近で、黒い棒状の物を所有し徘徊し 

ている男が確認された。身長は 175ｃｍ前後で 40 歳代、髪の 

毛は黒でパーマをかけている。 

 

 ○１１月の街頭補導予定（1４回） 

１日（火）A ４日(金) D ７日(月) B ８日（火）D 10 日（木）E 14 日(月) D 16 日(水) D 

17 日(木) C 18 日（金） E 21 日(月) C 24 日(木) B 28 日（月）E 29 日（火）C 30 日（水）D 

A 7:30-8:30  B 10:00-11:00   C 14:30‐15:30   D 16:30-17:30   E 17:30-18:30  Ｆ 18:30-19:30 

電話  １３ 来所 ２４ 訪問 １１ 

「秋の日は釣瓶落とし」いいます。１０月 

１２日のこの地域の日没は午後５時９分にな 

っています。公園等で小中学生を見かけたら 

一声かけて帰宅を促してください。 

宜しくおねがいします。 


